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            草 の 根 の 通 信 使 に

               楼井 政男

 日本 と韓国朝鮮 とははるかな古代か ら交流があったが、それが制度 として歴史

に登場す るのは、室町幕府 の朝鮮通信使 だろうか。朝鮮国王と対等 の礼をとる交

隣欄 係 を維持 していたこの歴史か ら、私たちは多くのことを学ぶ ことができる。

朝鮮通信使 とい う言葉 を通 して、私はいま改めて両国の友好の歴史を振 り返 って

みたい気持ちに駆 られている。信州大学の学生時代に、韓国か らきた高校生の家

庭教師を していた り、留学生 との交流を深めるサークル に所属 していた私は、一

度韓国の土地 を踏んでみたい と思っていた。今回の 日本 と韓国 との国際文化交流

に参加 してそれ が実現できたのだが、かの地は予想 していた通 り、朝の光の鮮や

かな空の青い美 しい土地であった。

 カ トリック大学の先生方にソウル市内を案内して頂 きなが ら、光化門や 昌徳宮

な どの美 しさとともに心に浮かんだのは、これ を破壊 した悲 しい歴史であった。

 日本 は古来 より韓国朝鮮 に対 して技術文化 の先進国として尊敬の念 を抱いてき

たが、も う一方で大きな傷跡を残 し信頼を失墜 させた歴史 もあった。その負の歴

史 とは豊 臣秀吉の侵略であ り、さらに明治政府の 日韓併合である。

 私は韓国に滞在 中何度か、作家司馬遼太郎の小説 『故郷忘 じがた く候』2を思い

浮かべた。この小説は、秀吉が15万8千 人 もの大軍をもって朝鮮を侵略 したころ

が舞台で、秀吉の死 とともに撤兵を余儀 なくされたお り日本 に拉致 されてきた被

虜人たちの物語 である。薩摩の島津家の陶工 として370年 を経た今 日まで、母国

の伝統を守 り、片時 も故郷を忘れなかった人々の望郷の思いが切々 と伝わってく

る。小説 の主人公 は代々薩摩焼きの家柄 を継 ぐ第14代 沈寿官氏である。ソウル大

学に招かれた沈寿官氏は、若い人のだれ もが 口をそろえて36年 間の 日本の圧制に

ついて語 るのを聞いて、「あなた方が36年 間をい うな ら」「私は三百七十年 をいわ

ねばな らない」 と言葉 を結んだ。そのあと学生の間か ら大合唱がお こった、 とこ

の小説には書かれ ている。悠久な歴史の流れに驚嘆 しながら、私 はいままで思っ
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てみ る余裕 がなかった歴史の見方に思い至った。ま さにこれはカ トリック大学と

の交流か ら得 ることができた発見である。

破壊 された友好関係を誰が修復す るか、とい う視点で歴史をみること。家康 と

い う人をこの国交回復の事業を進めた統治者 としてみ ること。明治維新以後の新

政府の政略 と比較 してみること。 これは意味あることだと思われる。 日本 が欧米

か ら押 し付け られた政略をそのまま、いやそれ以上の苛烈 さをもって韓国を併合

して しまった明治政府。その ような圧制の中にも、 日本人 としての良心を表明 し

た人たちを探す こと。例えば石川啄木は、「地図の上、朝鮮国にくろぐうと、墨を

ぬ りっっ秋風 を聴 く」、とい う歌を詠んで抵抗の心を著わした。このよ うなことを

私たちはもっ と知るべ きだろ う。

 日本の敗戦以後、 日本は破壊 した韓国朝鮮 との負の歴史を修復 してきたか、と

問 うこと。そ して今 日の韓国を知って韓国の人々との友好を築 くこと。 これは今

の私たちの役 目ではないだろ うか。今回の 日本 と韓国 との文化交流 の体験を通 し

て、私は草の根の通信使にな りたいと願 うようになった。

 改 めて、かつて家康が誠意をもって通信使 を復活 させた歴史や文化の交流か ら

学びたい と思 うのである。江戸時代 には通信使の派遣回数は12回 に及び、その

中には多 くの学者、医師、画家、書道家、陶工、音楽家などがいた とい う。 この

使節団が 日本に与えた文化や産業の影響は量 りしれず、私たちは意識 しない とこ

ろでこの恩恵に与っているのだろ う。

 はるかな先人たちの業績 に思いを馳せ、今の 自分に何ができるかを探 りなが ら、

静かに、確かな一歩 を踏み出 したい。
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